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一
）

　
　
　
初
世
藤
舎
芦
船
・
初
世
中
村
寿
鶴
を
め
ぐ
る
一
考
察 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
歌
舞
伎
お
よ
び
吾
妻
能
狂
言
出
勤
以
前
の
足
跡
―

鎌
　
田
　
紗
　
弓

一
．
は
じ
め
に

初
世
藤
舎
芦
船
（
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
～
明
治
二
二
（
一
八
八
九
））
と

初
世
中
村
寿
鶴
（
生
年
不
詳
～
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
か
）
は
、
と
も
に
能

か
ら
歌
舞
伎
へ
転
じ
た
と
さ
れ
る
鳴
物
方
で
あ
る
（
以
後
、
基
本
的
に
本
文
中

で
は
類
代
数
を
省
き
、「
芦
船
」「
寿
鶴
」
と
し
て
言
及
す
る
）。
役
者
や
三
味

線
方
の
相
談
役
と
し
て
明
治
前
期
の
歌
舞
伎
界
に
貢
献
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
複
数
の
芸
能
分
野
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
一
因
し
て
活
動
歴
に
は
不
明

な
点
が
多
い
。
拙
稿
（
二
〇
一
八
）
で
は
彼
ら
の
創
作
・
改
作
（
作
調
・
改
調
）

が
歌
舞
伎
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
た
が（
一
）、
多
様
な
活
動
歴
へ
ど

の
よ
う
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
上
で
歌
舞
伎
に
お
い
て
ど
の
劇
場
へ
ど
の
よ
う

な
鳴
物
方
と
と
も
に
出
勤
し
た
の
か
を
詳
し
く
考
察
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

彼
ら
の
辿
っ
て
き
た
経
歴
を
捉
え
づ
ら
い
要
因
と
し
て
は
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
能
や
吾
妻
能
狂
言
、
歌
舞
伎
、
そ
し
て
芦
船
は
さ
ら
に
東
流
二
絃
琴

と
複
数
の
場
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、幕
末
に
お
い
て
は
「
藤
舎
芦
船
」

や
「
中
村
寿
鶴
」
と
名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
芦
船
と
寿
鶴
が
吾
妻
能
狂
言
や
歌
舞
伎
で
活
動
す
る
以
前
の
足
跡
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
れ
を
、
芦
船
と
寿
鶴
が
明
治
の
歌

舞
伎
界
・
邦
楽
界
に
占
め
た
位
置
や
影
響
関
係
を
捉
え
、
活
動
の
全
容
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

な
お
正
本
・
番
付
等
に
お
け
る
連
名
に
つ
い
て
は
調
査
途
上
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
人
物
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す

る
。
た
だ
し
、
望
月
太
意
次
郎
・
藤
舎
芦
船
・
中
村
寿
鶴
が
ど
の
よ
う
な
時
期

に
ど
の
打
ち
も
の
を
担
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
本
稿
の
論
旨
に
か
か
わ
る
た

め
、
現
段
階
で
参
照
で
き
た
範
囲
に
つ
い
て
、
上
演
日
時
と
曲
名
、
芦
船
・
寿
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鶴
の
役
割
の
み
を
抜
粋
し
た
一
覧
表
を
稿
末
に
付
す
。

二
．
研
究
状
況
と
課
題

検
討
に
先
だ
っ
て
、
今
日
に
伝
わ
る
芦
船
と
寿
鶴
の
経
歴
と
研
究
状
況
を
概

観
し
、
両
者
に
つ
い
て
の
論
点
を
整
理
す
る
。

二
―
一
．
初
世
藤
舎
芦
船
に
つ
い
て

歌
舞
伎
界
の
口
承
を
総
合
す
る
と
、
藤
舎
芦
船
は
本
名
を
加
藤
宗
三
郎
と
い

い
、
幕
末
に
観
世
流
太
鼓
方
か
ら
転
向
し
て
初
世
望
月
太
意
次
郎
と
名
乗
り
、

明
治
に
な
っ
て
藤
舎
芦
船
と
改
名
し
た
人
物
で
あ
る（
二
）。

こ
の
よ
う
に
本
名
や
流

儀
名
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
幕
末
の
能
楽
史
料
の
中
に
「
加
藤

宗
三
郎
」
と
い
う
名
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う（
三
）。

一
方
で
、「
望
月
太
意
次
郎
」
の
名
は
正
月
十
五
日
守
田
座
の
所
作
事
『
月

雪
花
鈍
画
掛
額
』
の
太
鼓
を
は
じ
め
、
安
政
七
／
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
か

ら
歌
舞
伎
に
現
れ
る
。『
御
屋
舗
番
組
控
』
へ
の
初
出
も
こ
の
年
の
九
月
二
三

日
で
、
以
後
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
正
月
ま
で
、
大
名
屋
敷
や
料
亭
で
催
さ

れ
た
数
々
の
演
奏
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
蒲
生
郷
昭
氏
は
、《
紀

州
道
成
寺
》
作
調
な
ど
、
太
意
次
郎
が
十
一
世
杵
屋
六
左
衛
門
の
作
曲
時
に
相

談
役
を
つ
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
四
）。
ま
た
望
月
太
意
次

郎
は
、『
江
戸
歌
舞
妓
今
様
囃
子
家
系
図
』（『
本
朝
浄
瑠
璃
始
祖
大
薩
摩
家
系
図
』

所
収
）
に
は
四
世
望
月
太
左
衛
門
（
天
明
四
（
一
七
八
四
）
～
文
久
元

（
一
八
六
一
））
の
門
弟
と
記
さ
れ
、「
後
藤
舎
芦
船
」
と
も
注
記
さ
れ
て
い
る
。

芦
船
の
活
動
は
能
や
歌
舞
伎
の
打
ち
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
の
ち
に
「
東
流
二

絃
琴
」
と
い
う
二
絃
琴
の
一
流
派
を
創
始
し
て
い
る
。
二
絃
琴
家
元
と
し
て
の

芦
船
お
よ
び
東
流
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
町
田
佳
聲
氏（
五
）と

重
松
恵
美
氏（
六
）の

成
果

に
詳
し
い
。
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
芦
船
は
中
山
琴
主

の
弟
・
大
岸
元
琴
に
八
雲
琴
を
学
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
俗
曲
端
唄
等
を
好
ん
で

奏
し
た
こ
と
で
「
清
浄
静
粛
な
る
神
社
奉
納
の
神
楽
」
を
重
ん
じ
る
師
に
破
門

さ
れ（
七
）、

新
た
に
一
流
派
を
興
し
た
と
い
う
。
な
お
東
流
創
始
の
き
っ
か
け
に
つ

い
て
、『
現
代
音
楽
大
観
』
に
は
「
明
治
四
～
五
年
頃
に
親
類
で
あ
っ
た
神
主

が
奏
す
る
八
雲
琴
を
聴
い
た
」
と
い
う
別
説
が
載
る
が
、
こ
れ
は
町
田
氏
に
よ

れ
ば
東
流
と
八
雲
大
岸
派
と
の
関
係
を
好
ま
し
く
思
っ
て
い
な
い
側
か
ら
出
た

も
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
の
『
諸
芸
人
名
録
』
で
は
、
藤
舎
芦
船
の
名
は
二
絃

琴
・
長
唄
の
二
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
二
年
一
月
一
八
日
に

没
し
た
際
に
は
、
歌
舞
伎
鳴
物
方
で
は
な
く
二
絃
琴
家
元
と
し
て
、
読
売
新
聞

や
東
京
朝
日
新
聞
に
死
亡
記
事
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
―
二
．
初
世
中
村
寿
鶴
に
つ
い
て

中
村
寿
鶴
に
関
し
て
は
、
芦
船
ほ
ど
具
体
的
な
経
歴
や
逸
話
が
残
っ
て
い
な

い
。
歌
舞
伎
界
の
口
承
で
は
「
能
の
小
鼓
方
だ
っ
た
ら
し
い
」
と
語
ら
れ
る
程

度
で
、
本
名
や
生
没
年
、
い
つ
ご
ろ
に
能
の
ど
の
流
儀
か
ら
転
じ
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
吾
妻
能
狂
言
や
歌
舞
伎
に
携
わ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
全
く

不
明
で
あ
っ
た
。
十
世
田
中
伝
左
衛
門
は
寿
鶴
に
つ
い
て
舞
物
を
得
意
と
し
細
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か
い
手
は
あ
ま
り
動
か
な
か
っ
た
と
後
に
述
べ
て
い
る
が（
八
）、

九
代
目
団
十
郎
の

『
勧
進
帳
』
上
演
に
際
し
て
三
世
杵
屋
正
次
郎
か
ら
相
談
を
受
け
る
な
ど（
九
）、

歌

舞
伎
座
の
大
立
物
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

拙
稿
（
二
〇
一
八
）
で
は
、『
梅
若
実
日
記（
一
〇
）』

に
「
中
村
寿
鶴
」
の
名
が
複

数
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
能
楽
出
身
で
あ
る
こ
と
の
新
た
な
傍
証
と
し
、
ま
た

明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
八
月
二
九
日
の
条
「
一　

中
村
寿
鶴
事
此
程
病
死

ノ
由
為
知
参
ル
ニ
付
香
奠
金
壱
円
遣
ス
」（
五
巻
、
二
四
九
頁
）
か
ら
没
年
を

示
し
た
。
注
記
に
お
い
て
「
藤
井
金
之
助
事
中
村
寿
鶴
」（
二
巻
、
一
一
五
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
た
が
、
こ
の
藤
井
金
之
助
と
い
う
人
物
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
後
の
検
討
課
題
と
す
る
に
と
ど
め
た
。

二
―
三
．
吾
妻
能
狂
言
と
の
関
わ
り

能
楽
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
記
録
に
乏
し
い
な
か
、
芦
船
と
寿

鶴
に
つ
い
て
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
明
治
初
頭
に
吾
妻
能
狂
言
の
囃
子
方
を

つ
と
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
小
林
責
氏
は
、
吾
妻
能
狂
言
で
重
ん
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
、
芦
船
・
寿
鶴
が
能
楽
関
係
者
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
の
裏
付
け

の
ひ
と
つ
に
挙
げ
て
い
る
（
一
一
）。

吾
妻
能
狂
言
は
、
維
新
直
後
の
能
楽
衰
微
期
に
あ
ら
わ
れ
た
大
衆
化
能
楽
の

一
種
で
、
宝
生
流
シ
テ
方
・
日
吉
吉
左
衛
門
が
父
の
援
助
を
受
け
て
創
始
し
た

も
の
で
あ
る
。
当
初
は
無
禄
と
な
っ
た
諸
流
楽
師
が
一
座
し
て
普
通
の
能
を
演

じ
て
い
た
が
、や
が
て
三
味
線
音
楽
の
出
囃
子
と
能
楽
と
の
折
衷
形
式
と
な
る
。

上
演
自
体
は
能
楽
が
復
興
し
て
い
く
に
伴
っ
て
衰
滅
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
こ

の
交
流
は
長
唄
に
二
世
杵
屋
勝
三
郎
の
《
安
達
ケ
原
》
や
《
船
弁
慶
》
な
ど
の

作
品
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、
音
楽
史
上
の
意
義
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

番
組
に
よ
れ
ば
、
最
初
期
の
囃
子
は
金
春
座
付
笛
方
だ
っ
た
大
倉
助
之
丞
ら

五
座
体
制
系
の
演
奏
者
が
つ
と
め
て
い
た
が
、
吉
住
小
三
郎
・
杵
屋
勝
三
郎
ら

三
味
線
音
楽
が
参
加
す
る
出
囃
子
と
な
っ
て
か
ら
は
、
笛
・
住
田
又
兵
衛
、
小

鼓
・
中
村
寿
鶴
、
大
鼓
・
住
田
新
七
、
太
鼓
・
藤
舎
芦
船
と
い
う
顔
ぶ
れ
と
な

る
。
番
組
に
よ
っ
て
は
個
人
名
を
記
さ
ず
に
「
は
や
し
連
中
」
と
す
る
が
、
な

か
に
は
「
囃
子　

藤
舎
芦
船
／
同
連
中
」
と
い
っ
た
記
載
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
芦
船
が
頭
格
と
し
て
扱
わ
れ
、
小
鼓
の
寿
鶴
が
そ
れ
に
次
ぐ
地
位
を

占
め
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

二
―
四
．
芦
船
と
寿
鶴
に
関
す
る
論
点

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
両
者
は
「
吾
妻
能
狂
言
に
携
わ
っ
た
能
楽
出

身
者
」
と
い
う
経
歴
の
逸
話
を
同
じ
く
す
る
一
方
で
、
そ
の
生
涯
や
前
後
の
活

動
実
態
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
げ
ら
れ
方
に
明
ら
か
な
差
が
あ
る
。
ま
た
情
報

量
が
多
い
の
は
芦
船
の
方
だ
が
、
歌
舞
伎
に
参
加
す
る
以
前
の
経
歴
に
つ
い
て

典
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
あ
く
ま
で
歌
舞
伎
界
の
口
承
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意

を
要
す
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
芦
船
と
寿
鶴
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
な
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。

イ
）�
歌
舞
伎
や
吾
妻
能
狂
言
以
前
の
足
跡
―
芦
船
（
加
藤
宗
三
郎
）
は
観
世

流
太
鼓
方
だ
っ
た
の
か
。
能
楽
関
係
者
と
の
繋
が
り
は
芦
船
よ
り
も
確

実
と
み
ら
れ
る
寿
鶴
（
藤
井
金
之
助
）
は
、
ど
の
流
儀
出
身
で
、
い
つ
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ご
ろ
歌
舞
伎
へ
入
っ
た
の
か
。

ロ
）�

歌
舞
伎
へ
の
出
勤
状
況
―
幕
末
か
ら
望
月
太
意
次
郎
と
し
て
活
動
し
て

い
た
芦
船
は
、
吾
妻
能
狂
言
や
二
絃
琴
と
芝
居
出
勤
を
ど
の
よ
う
に
併

行
し
て
い
た
の
か
。
吾
妻
能
狂
言
の
衰
退
後
は
歌
舞
伎
に
専
念
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
寿
鶴
と
の
間
に
、
出
勤
状
況
の
差
が
見
ら
れ
る
の
か
。

ハ
）�

歌
舞
伎
に
お
け
る
人
物
関
係
―
鳴
物
に
お
い
て
直
接
的
な
後
継
者
・
一

門
を
も
た
な
か
っ
た
芦
船
や
寿
鶴
は
、
ど
の
劇
場
で
、
前
後
の
世
代
の

鳴
物
方
と
ど
の
よ
う
に
同
座
し
た
の
か
。

本
稿
で
は
と
く
に
イ
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
成
果
を
も
っ
て
今
後
の

ロ
・
ハ
に
関
す
る
調
査
検
討
に
繋
げ
る
こ
と
と
す
る
。

三
．
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
経
歴

「
藤
舎
芦
船
」
や
「
中
村
寿
鶴
」
が
後
年
の
芸
名
と
思
わ
れ
る
以
上
、
こ
れ

ら
の
名
前
を
記
す
記
録
か
ら
両
者
に
つ
い
て
新
た
な
情
報
が
見
つ
か
る
と
は
考

え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
両
者
の
経
歴
を
検
討
す
る

う
え
で
、
改
め
て
「
加
藤
宗
三
郎
」
お
よ
び
「
藤
井
金
之
助
」
の
名
を
手
掛
か

り
と
し
た
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
を
示
す
。

三
―
一
．
加
藤
宗
三
郎
（
荘
三
郎
、
惣
三
郎
）
を
め
ぐ
る
記
述

先
に
ふ
れ
た
通
り
、芦
船
の
本
名
は
歌
舞
伎
界
の
口
承
か
ら
「
加
藤
宗
三
郎
」

と
さ
れ
て
い
る
。
谷
中
天
王
寺
墓
地
の
墓
碑
に
は
「
本
姓
加
藤
」
と
刻
ま
れ
て

お
り
、
芦
船
自
身
も
『
東
流
二
絃
琴
唱
歌
集　

全
』（
明
治
一
八
年
四
月
刊
行
）

の
奥
付
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
名
乗
っ
て
い
る
。

　
　
　

東
流　

元
祖　

藤
舎
蘆
舩

　
　
　

…

　
　
　

編
輯
人　

静
岡
縣
士
族　

加
藤
蘆
舩　

浅
草
区
新
須
賀
町
三
番
地

こ
の
た
め
本
姓
が
「
加
藤
」
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
町
田
氏
が
六
合
新
三

郎
に
聞
い
た
と
い
う
「
宗
三
郎
」
を
芦
船
自
身
が
本
名
と
し
て
名
乗
っ
た
例
は

見
当
た
ら
ず
、
こ
の
ほ
か
に
田
辺
尚
雄
氏
が
事
典
類
（
後
述
）
に
記
す
「
亀
太

郎
」
と
い
う
説
も
あ
る
（
一
二
）。

『
東
流
二
絃
琴
唱
歌
集
』
奥
付
に
つ
い
て
併
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
芦
船

が
「
静
岡
県
士
族
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
林
責
氏
は
、
大
政
奉

還
後
に
徳
川
本
家
が
一
時
駿
河
七
十
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
事
を
ふ
ま
え
、
芦

船
が
か
つ
て
旗
本
・
御
家
人
の
類
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
三
）。
ま
た

『
大
人
名
事
典
』（
平
凡
社　

一
九
五
三
年
、
第
二
巻
、
一
〇
七
頁
）
の
「
加
藤

蘆
船
」
の
項
に
も
「
幕
臣
」
で
「
通
称
惣
三
郎
、蘆
船
は
そ
の
號
」
と
あ
る
ほ
か
、

田
辺
尚
雄
氏
は
、『
日
本
文
学
大
辞
典
』
で
、「
江
戸
の
旗
本
の
次
男
に
加
藤
亀

太
郎
と
い
ふ
者
が
あ
り
、
幼
よ
り
音
曲
を
好
み
…
」
と
記
し
て
い
る
（
新
潮
社　

一
九
三
五
年
、
第
三
巻
、
一
七
一
頁
）。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
文
献
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
芦
船
と
思
わ
れ
る
人
物
に
つ

い
て
幾
つ
か
の
記
載
が
確
認
さ
れ
た
。
次
に
、『
藤
岡
屋
日
記
』
嘉
永
六



（
五
）

初
世
藤
舎
芦
船
・
初
世
中
村
寿
鶴
を
め
ぐ
る
一
考
察

（
一
八
五
三
）
年
三
月
二
七
日
の
抜
粋
を
示
す
。

　
　
　

同
［
※
引
用
者
補
記
：
小
普
請
組
］、
松
平
美
作
守
支
配

�

加
藤
荘
三
郎

�

養
子
弟　
　
　

同　

房
四
郎

　
　
　

…

　
　
　

�

右
、
願
之
通
隠
居
被
仰
付
、
家
督
無
相
違
被
下
旨
、
老
中
列
座
、
伊
賀

守
申
渡
之
、
若
年
寄
中
侍
座
。

�

（
近
世
庶
民
生
活
史
料
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
五
巻
、
二
六
九
～
二
七
〇
頁
）

引
用
か
ら
は
、
加
藤
荘
三
郎
が
御
家
人
で
あ
る
こ
と
、
養
子
弟
の
房
四
郎
に
家

督
を
譲
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

『
寛
政
譜
以
降　

旗
本
家
百
科
事
典（
一
四
）』
に
も
、
加
藤
荘
三
郎
は
幕
人
と
し
て

記
さ
れ
る
。「
加
藤
房
四
郎　

亥
二
八
歳
」
の
欄
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
（�

祖
父
）
加
藤
茂
十
郎
・
欠
（
父
）
加
藤
巳
三
郎
・
欠　
（
兄
か
）
加
藤

荘
三
郎
・
欠　

本
国
三
河　

禄
二
〇
〇
俵　

屋
拝
領
屋
敷　

二
ケ
所　

市
谷
御
門
内
三
番
町
土
手
通
一
五
〇
坪
余　

小
石
川
阿
部
伊
勢
守
上

地
六
九
坪
余

こ
の
ほ
か
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
『
諸
向
地
面
取
調
書
』
に
は
「
居

屋
敷　

大
手
三
番
町
通　

百
五
拾
坪
余　

加
藤
房
四
郎
」
と
あ
る
（
一
五
）。
こ
の
よ
う

に
江
戸
の
旗
本
・
御
家
人
に
関
す
る
記
録
に
名
が
見
い
だ
さ
れ
る
一
方
で
、
静

岡
県
立
中
央
図
書
館
の
士
族
名
簿
関
連
資
料
に
は
、
荘
三
郎
や
房
四
郎
の
記
載

は
見
当
た
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
一
六
）。

以
上
を
集
約
す
る
と
、
加
藤
荘
三
郎
は
三
河
を
本
国
と
す
る
幕
臣
で
あ
り
、

身
分
と
し
て
は
「
静
岡
県
士
族
」
を
持
ち
つ
つ
幕
末
か
ら
江
戸
で
暮
ら
し
て
い

た
が
、
何
ら
か
の
理
由
か
ら
家
督
を
養
子
弟
に
譲
る
こ
と
と
な
っ
た
ら
し
い
。

「
望
月
太
意
次
郎
」
の
名
は
安
政
七
／
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
か
ら
歌
舞
伎
・

長
唄
に
現
れ
活
躍
し
は
じ
め
る
の
で
、
こ
の
加
藤
荘
三
郎
（
惣
三
郎
、
宗
三
郎
）

の
履
歴
は
芦
船
の
活
動
歴
に
矛
盾
し
な
い
。
小
林
説
の
通
り
、
芦
船
は
元
御
家

人
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

加
藤
荘
三
郎
の
履
歴
を
ふ
ま
え
る
と
、
芦
船
は
観
世
流
太
鼓
方
か
ら
歌
舞
伎

に
転
じ
て
望
月
太
意
次
郎
を
名
乗
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
幼
い
頃
か
ら
嗜
み
と

し
て
音
曲
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
で
能
に
通
じ
、
そ
れ
を
活
か
し
て
歌
舞
伎
や

吾
妻
能
狂
言
で
活
躍
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
説
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
荘
三

郎
が
家
督
を
譲
っ
た
と
み
ら
れ
る
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
頃
か
ら
望
月
太
意

次
郎
が
歌
舞
伎
・
長
唄
に
現
れ
る
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
ま
で
に
は
数
年
の

空
白
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
間
に
能
楽
の
職
分
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
歌

舞
伎
へ
転
じ
た
と
は
や
や
考
え
に
く
い
。
ま
た
元
々
長
く
太
鼓
方
と
し
て
つ
と

め
て
い
た
と
す
れ
ば
、「
小
鼓
ば
か
り
」
と
言
わ
れ
た
寿
鶴
の
よ
う
に
、
歌
舞

伎
に
お
い
て
も
太
鼓
で
の
出
演
に
終
始
す
る
か
た
ち
と
な
る
の
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
稿
末
の
表
に
示
し
た
通
り
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
九
月
中
村
座
寿
番

組
の
『
猿
若
』
お
よ
び
『
釣
狐
』
な
ど
に
お
い
て
望
月
太
意
次
郎
は
小
鼓
を
つ



（
六
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要
　
第
46
集

と
め
て
お
り
、
藤
舎
芦
船
と
し
て
も
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
か
ら
翌
々
年

に
か
け
て
は
小
鼓
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
武
家
出
身
で
「
趣
味
」
と
し
て
能
や
二
絃
琴
の
よ
う
な
音
曲
に

通
じ
て
い
っ
た
と
す
る
と
、
明
治
期
の
活
動
の
幅
広
さ
や
、
歌
舞
伎
に
お
け
る

能
掛
り
の
作
調
・
改
調
、
吾
妻
能
狂
言
で
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
二
絃
琴
で
俗
曲
を
奏
し
た
こ
と
な
ど
数
々
の
逸
話
に
は
あ
る
程
度
の
説
明

が
つ
く
。
趣
味
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
能
に
お
け
る
役
籍
に
も
、
二
絃
琴
の
師
で

あ
る
大
岸
元
琴
が
強
調
し
た
と
さ
れ
る
「
清
浄
静
粛
な
る
神
社
奉
納
の
神
楽
」

に
も
、
と
り
た
て
て
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。

三
―
二
．
藤
井
金
之
助
を
め
ぐ
る
記
述

一
方
、「
中
村
寿
鶴
事
藤
井
金
之
助
」
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
調
査
を
進
め
た

と
こ
ろ
、
藤
井
金
之
助
の
名
は
『
梅
若
実
日
記
』
の
二
箇
所
の
ほ
か
、
二
つ
の

番
組
に
確
認
さ
れ
た
。
本
項
で
は
、
こ
れ
ら
四
例
を
年
代
順
に
掲
げ
な
が
ら
、

他
資
料
に
よ
っ
て
人
物
関
係
を
裏
付
け
て
い
く
。
な
お
慣
例
の
書
式
で
記
さ
れ

た
番
組
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
範
囲
で
表
記
の
並
び
を
反
映
し
て
引
用
す
る
こ

と
と
す
る
。

第
一
の
例
は
、
弘
化
五
／
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
十
五
日
間
開
催
さ
れ

た
、
宝
生
大
夫
一
世
一
代
の
弘
化
勧
進
能
で
あ
る
。
金
之
助
の
名
が
、
七
日
目

番
組
の
『
輪
蔵
』
と
、
九
日
目
番
組
の
『
玉
井
』
に
見
え
る
（
一
七
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
目
番
組

　
　
　

…

　
　
　
　
　
　

子
方　

松
林
七
十
郎

　
　
　
　
　
　

同　
　

巳
野
兼
次
郎

　
　
　
　
　
　

大
夫　

梅
若
敬
太
郎

　
　
　
　
　

命
尾
幾
右
衛
門��

�

梅
若
七
五
郎�

高
安
長
次
郎

�

　

建
部
四
郎
兵
衛�

　

中
西
孝
三
郎

　
　
　

輪　

蔵�

村
上
又
次
郎�

藤
井
山
三
郎�

松
下
鎌
三
郎

�

　

田
宮
富
五
郎�

　

藤
井
金
之
助

　
　
　
　

間�

　
　
　

ヲ
シ
へ
岡
本
助
次
郎

�

　
　
　

末
社　

岡
田
七
之
助

　
　
　

…�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
日
目
番
組

　
　
　

…

　
　
　
　
　
　

ツ
レ　
　
　

三
谷
善
次
郎

　
　
　
　
　
　

後
ツ
レ　

命
尾
幸
吉

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

巳
野
包
三
郎

　
　
　
　
　

梅
若
大
五
郎�

�
�

宝
生
勝
次
郎�

宝
生
十
三
郎

�

　

尾
上
新
右
衛
門�

　

中
西
孝
三
郎

　
　
　

玉　

井�

宝
生
金
五
郎�

中
林
山
三
郎�

一
噌
要
三
郎

�
　

田
宮
順
之
丞�

　

藤
井
金
之
助



（
七
）

初
世
藤
舎
芦
船
・
初
世
中
村
寿
鶴
を
め
ぐ
る
一
考
察

�

　
　
　

鱗
精　

鷺
愼
之
助

�

　
　
　

貝
精　

岡
村
善
五
郎

　
　
　
　

間�

　
　
　

同　
　

中
村
新
兵
衛

�

　
　
　

同　
　

日
吉
長
六

�

　
　
　

同　
　

岡
本
助
次
郎

…�こ
の
二
番
で
金
之
助
に
並
ん
で
い
る
の
は
、
と
も
に
観
世
流
小
鼓
方
で
あ
る
。

中
林
山
三
郎
は
加
賀
藩
の
御
手
役
者
を
つ
と
め
た
人
物
で（
一
八
）、

観
世
九
郎
豊
照
か

ら
宝
生
流
蘭
拍
子
の
相
伝
を
受
け
た
と
伝
わ
る
（
一
九
）。

ま
た
中
西
孝
三
郎
は
伊
達
藩

御
抱
え
の
役
者
で
、
由
緒
書
に
よ
れ
ば
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
江
戸
生
ま

れ
で
あ
る
（
二
〇
）。

第
二
お
よ
び
第
三
の
例
は
『
梅
若
実
日
記
』
で
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年

一
二
月
二
五
日
の
条
と
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
五
月
の
梅
若
舞
台
の
舞
台

開
き
に
つ
い
て
記
し
た
箇
所
（
明
治
四
〇
年
一
一
月
一
七
日
の
条
）
で
あ
る
。

　
　
　

�

廿
五
日　

晴
天
。
御
本
丸
中
奥
御
能
。
御
掛
安
藤
対
馬
守
殿
。
揃
七
半

時
。
御
始
リ
五
半
時
。

　
　
　

翁　

千
歳
六
郎
／
三
番
叟
仁
右
衛
門
／
面
箱
持
岡
村
善
五
郎

　
　
　

�

鶴
亀　

観
世
太
夫
／
ツ
ル
服
部
次
郎
初
役　

カ
メ
山
階
徳
次
郎
初
役
／

権
之
助
／
尾
崎
半
次
郎　

光
野
駒
之
助
［
初
太
郎
／
新
九
郎　

藤
井
金

之
助　

稲
垣
松
三
郎
／
三
太
郎
代
リ
亀
三
郎
／
熊
次
郎
］

　
　
　

間
仁
右
衛
門
弟
子
逆
水
五
郎
兵
衛　

…

�

（
第
一
巻
、
三
五
八
頁
）

　
　
　

一　

慶
応
元
丑
年
五
月
十
一
日
宅
敷
舞
台
開
番
組
。能
三
番
囃
子
二
番
。

　
　
　

�

囃
子　

高
砂　

六
郎　

八
嶋　

日
吉
猪
八
郎
／
ツ
レ
駒
之
丞
／
日
吉
邦

太
郎　

玉
葛　

日
吉
孫
三
郎
／
福
王
駒
之
丞　

熊
坂　

六
郎
／
孫
三
郎　

囃
子　

猩
　々

駒
之
丞

　
　
　

�

素
襖
落　

岡
田
七
右
衛
門
／
栄
次
郎　

千
之
助　

不
聞
座
頭　

長
命
栄

次
郎
／
七
右
衛
門　

千
之
助

　
　
　

�

フ
ヱ
春
日
新
蔵　

小
紫
調
幸
五
郎
次
郎　

小
藤
井
金
之
助　

大
梅
若

七
五
郎　

大
威
徳
程
次
郎　

太
諸
井
金
之
助
。

�

（
第
七
巻
、
三
九
九
頁
）

と
く
に
安
政
五
年
の
記
載
で
、
金
之
助
が
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
中
奥
御
座
之
間

で
の
上
演
に
、
観
世
新
九
郎
豊
成
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。こ

こ
ま
で
の
三
例
か
ら
は
、
金
之
助
と
小
鼓
観
世
家
と
の
関
わ
り
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
を
ふ
ま
え
て
観
世
新
九
郎
家
文
庫
資
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
頃
豊
成
筆
の
『
色
々
お
ぼ
え
書
』
の
内
に
、「
当
家

弟
子
家
之
覚
」
と
し
て
次
の
記
載
が
確
認
さ
れ
た
（
二
一
）。
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公
儀
無
足
御
役
者　
　
　
　
　

父
平
兵
衛

　
　
　

内
藤
家
ゟ
合
力
扶
持
有　

藤
井
金
之
助

こ
こ
で
金
之
助
は
十
三
名
中
二
人
目
に
挙
が
り
、一
人
目
に
は
中
林
栄
次
郎（
父

山
三
郎
）、
四
人
目
に
中
西
芳
之
助
（
父
孝
三
郎
）
と
、
弘
化
勧
進
能
で
列
座

し
た
人
物
の
縁
者
が
並
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
弟
子
家
之
覚
」
と
い
う
こ
と
か

ら
小
鼓
観
世
家
に
お
け
る
藤
井
姓
の
人
物
に
目
を
む
け
る
と
、「
藤
井
権
兵
衛
」

や
「
藤
井
平
七
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
は
、
元
禄
年
間
か
ら
幕
末
に
至
る
複
数

の
史
料
に
見
え
る
（
二
二
）。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
金
之
助
は
単
に
能
楽
出
身
者
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
代
々
出
勤
し
て
き
た
観
世
流
小
鼓
家
の
一
員
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

そ
し
て
、
寿
鶴
こ
と
藤
井
金
之
助
の
名
が
見
え
る
最
後
の
例
は
、「
五
月

十
二
日　

於
東
両
国
尾
上
町
中
村
屋　

正
六
ツ
半
時
初
メ
」
に
催
さ
れ
た
吾
妻

能
狂
言
の
番
組
で
あ
る
（
年
号
記
載
な
し
、「
雑
誌
『
宝
生
』
一
九
四
一
年

一
〇
月
号
に
写
真
版
掲
載
）。
次
に
、
藤
井
金
之
助
が
出
演
し
て
い
る
二
番
に

つ
い
て
抜
粋
す
る
。

　
　
　
　

青
柳
貫
吉

　
　
　
　
　

日
吉
吉
左
衛
門��

�

高
井
留
三
郎�

長
命
甚
之
丞

　
　
　

張　

良�

梅
谷
長
左
衛
門�

　

牧
真
之
丞

�
�

�

藤
井
金
之
助�

大
蔵
助
之
丞

�
�

�

　

牧
五
郎
太
郎

　
　
　
　

間�

日
吉
市
之
助

　
　
　

…

　
　
　
　

日
吉
幸
太
郎

　
　
　
　

古
春
新
三
郎

　
　
　
　
　

日
吉
吉
左
衛
門��

　
　
　

望　

月�

服
部
桂
之
丞�

高
井
新
次
郎�

長
命
甚
之
丞

�
�

�

藤
井
金
之
助�

大
蔵
助
之
丞

　
　
　

…

こ
の
上
演
は
、
日
吉
吉
左
衛
門
宅
に
定
式
能
舞
台
が
造
ら
れ
る
以
前
の
、
三
味

線
音
楽
と
の
折
衷
様
式
を
含
ま
ず
に
能
を
上
演
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ

る
。現
存
す
る
複
数
の
吾
妻
能
狂
言
番
組
を
比
較
検
討
し
た
河
合
佐
季
子
氏
は
、

二
十
一
例
の
う
ち
で
こ
の
番
組
が
最
も
古
く
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
～
五

（
一
八
七
二
）
年
頃
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
（
二
三
）。
上
演
全
体
は
翁
付
五
番
立
に

な
ら
っ
た
構
成
で
、
右
記
の
と
お
り
囃
子
も
五
座
体
制
系
の
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で

い
る
。先
に
ふ
れ
た
と
お
り
、三
味
線
音
楽
と
の
折
衷
様
式
を
と
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
頭
格
を
つ
と
め
て
い
た
の
は
芦
船
で
あ
る
が
、
こ
の
上
演
の
囃
子
に
は

藤
舎
芦
船
の
名
お
よ
び
加
藤
姓
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

藤
井
金
之
助
と
中
村
寿
鶴
を
同
一
人
物
と
し
て
こ
れ
ら
の
記
述
を
眺
め
る

と
、
能
楽
と
の
関
わ
り
方
、
さ
ら
に
は
吾
妻
能
狂
言
へ
参
加
す
る
に
至
っ
た
経

緯
が
、
芦
船
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
生
年
は
明
ら
か
で
な
い
も



（
九
）

初
世
藤
舎
芦
船
・
初
世
中
村
寿
鶴
を
め
ぐ
る
一
考
察

の
の
、
彼
は
少
な
く
と
も
弘
化
勧
進
能
の
催
さ
れ
た
弘
化
五
／
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）
年
以
前
か
ら
梅
若
舞
台
開
き
の
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
、
さ

ら
に
日
吉
吉
左
衛
門
が
座
頭
と
な
っ
て
創
始
し
て
か
ら
間
も
な
い
時
期
の
吾
妻

能
狂
言
に
至
る
ま
で
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
る
能
の
小
鼓
方
と
し
て
の
経
歴
を

有
し
て
い
る
。
吾
妻
能
狂
言
に
も
、
維
新
を
受
け
て
能
が
衰
微
す
る
な
か
で
小

鼓
方
と
し
て
参
加
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
興
行
不
振
を
受
け
て
上
演
様
式
が
三
味

線
音
楽
と
の
折
衷
様
式
へ
転
じ
て
い
き
、
芦
船
ら
と
同
座
す
る
に
至
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、寿
鶴
の
名
が
歌
舞
伎
に
現
れ
る
の
は
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
か
ら
で
、明
ら
か
に
吾
妻
能
狂
言
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、

も
と
も
と
歌
舞
伎
の
演
奏
に
携
わ
っ
て
い
た
芦
船
と
は
真
逆
に
、
吾
妻
能
狂
言

を
き
っ
か
け
と
し
て
歌
舞
伎
へ
参
加
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立

つ
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
、
寿
鶴
は
役
籍
の
縛
り
の
な
い
歌
舞
伎
へ
と
活
動

の
場
を
移
し
て
も
、
他
の
打
ち
も
の
に
は
手
を
出
さ
ず
、
晩
年
ま
で
「
小
鼓
ば

か
り
の
人
」
と
し
て
ひ
と
つ
の
楽
器
に
専
念
し
続
け
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

四
．
む
す
び 

本
稿
で
は
、
芦
船
と
寿
鶴
の
本
名
な
ら
び
に
別
名
義
を
手
掛
か
り
に
、
吾
妻

能
狂
言
や
歌
舞
伎
で
活
動
す
る
以
前
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み

た
。「
加
藤
宗
三
郎
（
荘
三
郎
、
惣
三
郎
）」
お
よ
び
「
藤
井
金
之
助
」
の
名
を

手
掛
か
り
に
幕
末
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
の
経
歴
の
一
端
が
示
さ
れ
た
こ
と

で
、
歌
舞
伎
や
吾
妻
能
狂
言
へ
携
わ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
順
序
が
大
き
く
異
な

る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
経
歴
が
維
新
後
の
両
者
の
演
奏
活
動
を
少

な
か
ら
ず
方
向
づ
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
吾
妻
能
狂
言
に
お
い

て
、
元
々
能
に
通
じ
て
い
た
う
え
に
安
政
七
／
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
は

歌
舞
伎
の
囃
子
に
も
携
わ
っ
て
い
た
芦
船
は
、
折
衷
様
式
の
上
演
に
恰
好
の
人

材
と
言
え
る
。
対
照
的
に
、
寿
鶴
は
最
初
期
の
演
能
か
ら
一
座
に
加
わ
っ
て
い

た
存
在
で
あ
り
、
こ
の
場
で
の
囃
子
方
と
の
交
流
を
経
て
歌
舞
伎
へ
参
加
し
、

九
代
目
団
十
郎
ら
の
能
楽
趣
味
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
て
い
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

明
治
維
新
は
通
史
に
お
け
る
明
ら
か
な
区
分
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
当
然
な

が
ら
、
こ
れ
を
境
に
歌
舞
伎
を
支
え
る
演
奏
者
の
顔
ぶ
れ
が
一
新
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
世
相
や
劇
場
環
境
の
変
化
を
徐
々
に
反
映
し
、
寿
鶴
の
よ
う
な
新

た
な
演
奏
者
を
迎
え
な
が
ら
も
、幕
末
と
明
治
の
音
楽
状
況
は
繋
が
っ
て
い
る
。

歌
舞
伎
に
つ
い
て
こ
の
連
続
性
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
家
系
・
芸
系
に
限
定

さ
れ
な
い
あ
る
種
の
年
代
記
的
な
実
態
把
握
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
成
果

を
念
頭
に
、
今
後
は
歌
舞
伎
へ
の
出
勤
状
況
や
人
物
関
係
、
彼
ら
が
同
座
し
た

役
者
・
演
奏
者
に
与
え
た
影
響
へ
と
考
察
の
範
囲
を
広
げ
た
い
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
二
年
度
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員

奨
励
費
）JP19J01292

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
観
世
新
九
郎
家
と
藤
井
姓

の
人
物
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
高
桑
い
づ
み
氏
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
一
）　

鎌
田
紗
弓
「
歌
舞
伎
鳴
物
に
お
け
る
伝
承
と
変
遷
―
近
現
代
に
お
け
る
能
楽

手
法
の
手
配
リ
・
演
出
―
」
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
博
士
論
文
、

二
〇
一
八
年
九
月
。

（
二
）　

町
田
博
三
『
長
唄
稽
古
手
引
草
：
唄
の
う
た
ひ
方
・
三
絃
の
弾
き
方
・
鳴
物

の
打
ち
方
』
邦
楽
研
究
会
、
一
九
二
三
年
、
一
二
〇
頁
等
に
よ
る
。

（
三
）　

小
林
責
（
ａ
）「
明
治
以
後
に
お
け
る
歌
舞
伎
囃
子
へ
の
能
楽
囃
子
の
導
入
に

つ
い
て
」、『
東
洋
音
楽
研
究
』��

第
二
一
号
、
一
九
六
七
年
、
二
五
～
三
八
頁
。

（
ｂ
）「
能
楽
と
長
唄
の
歴
史
的
お
よ
び
音
楽
的
関
係
」、『
日
本
古
典
音
楽
大

系　

第
四
巻　

長
唄
』、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
五
八
～
六
二
頁
。

（
四
）　

蒲
生
郷
昭
「
長
唄
の
鬼
」、『
芸
能
の
科
学
』
第
二
四
号
、
一
九
九
六
年
、

七
九
～
一
一
〇
頁
。

（
五
）　

町
田
佳
聲
「
遊
び
の
上
に
成
立
し
た
東
流
二
弦
琴
百
年
の
浮
沈
」、
藤
本
琇
丈

企
画
・
町
田
佳
聲
監
修
・
平
野
健
次
解
説
『
東
流
二
弦
琴
』
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、

一
九
七
五
年
。

（
六
）　

重
松
恵
美
（
ａ
）「
東
流
二
絃
琴
に
関
す
る
資
料
目
録
（
明
治
篇
）」、『
女
性

歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』（
二
六
）、二
〇
一
九
年
、六
五
～
七
二
頁
。（
ｂ
）「
東

流
二
絃
琴
に
関
す
る
資
料
目
録
（
大
正
篇
）」、『
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』

（
二
七
）、
二
〇
一
九
年
、
七
一
～
八
八
頁
。

（
七
）　

大
橋
又
太
郎
編
『
琴
曲
独
稽
古
』
博
文
館
、
一
八
九
五
年
、
六
八
頁
（
日
用

百
科
全
書
第
五
編
）。

（
八
）　
「
立
鼓
の
中
村
寿
鶴
は
鼓
だ
け
の
人
で
し
た
。
な
ん
で
も
昔
は
能
楽
の
ほ
う
の

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、と
て
も
大
き
な
音
で
し
た
。大
音
が
し
た
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
舞
物
な
ぞ
は
う
ま
か
っ
た
で
す
が
、
細
か
い
こ
と
は
あ
ま
り
手
が

動
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。」（
初
世
田
中
凉
月
・
小
林
責
著
、
国
立
劇
場

調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
編
『
田
中
凉
月
歌
舞
伎
囃
子
一
代
記
』、
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
、
一
九
九
二
年
、
八
三
頁
。）

（
九
）　

六
世
芳
村
伊
十
郎
「
勧
進
帳
に
就
て
の
思
ひ
出
」、『
長
唄
協
會
々
報
』
第
二

号
巻
末
「
長
唄
解
説
及
演
奏
心
得
（
一
）
勧
進
帳
」、
一
九
二
七
年
四
月
、

二
一
～
二
二
頁
。

（
一
〇
）　

梅
若
六
郎
・
鳥
越
文
蔵
監
修
、梅
若
実
日
記
刊
行
会
編
『
梅
若
実
日
記
』（
全

七
巻
）、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

（
一
一
）　

小
林
責�

前
掲
論
文
「
明
治
以
後
に
お
け
る
歌
舞
伎
囃
子
へ
の
能
楽
囃
子
の

導
入
に
つ
い
て
」
よ
り
。

（
一
二
）　

町
田
佳
聲
、前
掲
論
文「
遊
び
の
上
に
成
立
し
た
東
流
二
弦
琴
百
年
の
浮
沈
」

よ
り
。
な
お
こ
の
「
亀
太
郎
」
に
つ
い
て
、
町
田
氏
は
幼
名
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、『
明
治
長
唄
年
表
資
料
』
や
『
現
代
音
楽
大
観
』
に

挙
が
っ
て
い
る
「
貞
常
」
は
、『
東
流
二
絃
琴
唱
歌
集　

全
』
を
書
い
た
書
家

が
同
じ
く
加
藤
姓
で
あ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
誤
り
で
あ
る
。

（
一
三
）　

小
林
責
、前
掲
論
文
「
能
楽
と
長
唄
の
歴
史
的
お
よ
び
音
楽
的
関
係
」
よ
り
。

（
一
四
）　

小
川
恭
一
編
著
『
寛
政
譜
以
降　

旗
本
家
百
科
事
典
』
第
二
巻
、東
洋
書
林
、

一
九
九
八
年
。



（
一
一
）

初
世
藤
舎
芦
船
・
初
世
中
村
寿
鶴
を
め
ぐ
る
一
考
察

（
一
五
）　
『
諸
向
地
面
取
調
書
』（
請
求
番
号�151-0246

）、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/

）
に
て
閲
覧
。

（
一
六
）　

照
会
に
対
し
、『
静
岡
士
族
名
簿
』
乾
坤
（
Ｓ
二
八
〇
／
八-

二
）・『
静
岡

県
現
住
者
人
物
一
覧
』（
Ｓ
二
八
〇
／
九
八
）・『
駿
府
え
移
住
相
頼
候
家
族
人

数
書
』（
Ｓ
二
八
〇
／
九
六
）・『
駿
府
表
え
召
連
候
家
来
姓
名
録
』（
Ｓ

二
八
〇
／
九
七
）・『
駿
遠
蓄
移
住
者
名
簿
』
一
～
三
（
Ｓ
二
八
〇
／

一
一
一
）・『
駿
藩
各
所
分
配
姓
名
録
』
一
～
五
（
Ｓ
二
八
〇
／
一
〇
四-

二
）、

お
よ
び
『
静
岡
県
史
』
作
成
関
連
の
デ
ー
タ
を
ご
確
認
頂
い
た
。

（
一
七
）　
「
宝
生
大
夫
勧
進
能
番
組
」（『
能
楽
』�

第
六
巻
第
一
号
、
七
七
～
七
八
頁
）、

お
よ
び
『
能
楽
盛
衰
記�

上
巻�

江
戸
の
能
』
に
お
け
る
「
四　

勧
進
能
」（
東

京
創
元
社
、
一
九
二
五
年
、
二
四
五
～
二
四
七
頁
）
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

（
一
八
）　
『
石
川
県
史
』
第
二
編　

藩
治
時
代
（
上
）「
御
手
役
者
と
町
役
者
」、

一
九
二
八
年
石
川
県
刊
、
一
九
三
九
年
改
訂
、
一
九
七
四
年
石
川
県
図
書
館

協
会
復
刻
、
六
四
二
～
六
四
七
頁
。

（
一
九
）　

江
戸
後
期
筆
『
宝
生
流
蘭
拍
子
之
伝
』、
共
表
紙
裏
の
豊
成
書
付
「
豊
照
よ

り
中
林
山
三
郎
江
相
伝
之
時
分
扣
之
由
」
に
よ
る
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
（
目
録
番
号　

一
一　

芸
事
関
係
書
付　

二
九
）。

（
二
〇
）　

文
政
末
年
頃
中
西
孝
三
郎
筆
『
中
西
孝
三
郎
由
緒
書
』、
法
政
大
学
能
楽
研

究
所
蔵
（
目
録
番
号　

一
二　

芸
事
関
係
書
付　

一
五
）。
同
研
究
所
発
行
の

『
近
世
諸
藩　

能
役
者
由
緒
書
集
成　

上
』
に
翻
刻
あ
り
（
二
〇
一
九
年
、

三
六
五
頁
）。
病
没
し
た
兄
に
代
わ
り
家
を
継
い
だ
文
政
四
（
一
八
二
一
）
辛

巳
年
九
月
九
日
に
九
歳
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
二
一
）　

嘉
永
二
年
頃
豊
成
筆
『
色
々
お
ぼ
え
書
』、
三
一
丁
裏
～
三
三
丁
表
。
法
政

大
学
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
（
目
録
番
号　

五　

能
楽
史
料
の

類　

五
九
）。

（
二
二
）　

演
能
記
録
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
（
代
表　

表
章
）
編
『
近
世
以
前
の
能
役

者
の
総
合
的
研
究
』（
平
成
八
・
九
・
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報

告
書
）
に
、
弘
化
勧
進
能
の
「
金
之
助
」
の
ほ
か
、「
権
兵
衛
」
が
七
例
、「
平

七
」
が
二
例
、「
平
兵
衛
」
が
一
例
挙
が
る
。

（
二
三
）　

河
合
佐
季
子�

「
吾
妻
能
狂
言
の
研
究
：
そ
の
芸
態
と
後
世
へ
の
影
響
」、
東

京
藝
術
大
学
邦
楽
科
博
士
論
文
（
博
音
第
二
一
三
号
）、
二
〇
一
二
年
。

（
二
四
）　

投
稿
時
点
の
調
査
状
況
よ
り
筆
者
作
成
。
東
京
音
楽
学
校
編
『
近
世
邦
楽

年
表�

江
戸
長
唄
附
大
薩
摩
浄
瑠
璃
の
部
』（
六
合
館
書
店
、
一
九
一
二
～

一
九
二
七
年
）、
田
村
成
義
編
『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記�

乾
』（
市
村
座
、

一
九
二
二
年
）、山
本
桂
一
郎
「
明
治
長
唄
年
表
資
料
（
一
）
～
（
十
八
）」（『
三

味
線
楽
』
一
九
三
五
年
一
〇
月
号
～
一
九
三
七
年
五
月
号
連
載
）
を
参
照
し

た
う
え
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
番
付
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://w

w
w
.dh-jac.

net/db1/ban/search_portal.php

）
を
活
用
し
て
画
像
を
閲
覧
し
た
。



（
一
二
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要
　
第
46
集

（表１）�　長唄正本と芝居番付連名に見える望月太意次郎・藤舎芦船・中村寿鶴の役

和暦 西暦 月 劇場 曲名 役割
安政０７ 1860 1 守田 月雪花鈍画掛額 太鼓　望月太意次郎
万延０１ 1860 3 閏 守田 縁結柏丸いのち 太鼓　望月太意次郎
万延０１ 1860 7 守田 乞巧奠五色の 太鼓　望月太意次郎
文久０３ 1863 3 中村 今様酒てんどうじ 小鼓　望月太意次郎
文久０３ 1863 3 中村 花暦三題咄 小鼓　望月太意次郎
慶応０１ 1865 9 中村 猿若�� 小鼓　望月太意次郎
慶応０１ 1865 9 中村 釣狐� 小鼓　望月太意次郎
慶応０２ 1866 4 中村 花車舞台芝紀咲 小鼓　望月太意次郎
明治０４ 1871 1 中村 画音音春錦 小鼓　藤舎芦船
明治０４ 1871 3 中村 寿名残嶋台 小鼓　藤舎芦船・小鼓　中村寿鶴
明治０５ 1872 1 中村 六歌仙姿拙 小鼓　藤舎芦船・小鼓　中村寿鶴
明治０５ 1872 5 中村 音響曲駒鞭 小鼓　中村寿鶴
明治０５ 1872 菊月 ― 風流四季の詠� 小鼓　藤舎芦船
明治０６ 1873 4 中村 月雪花色の容絵 小鼓　藤舎芦船・小鼓　中村寿鶴
明治０６ 1873 10 中村 来宵蜘蛛線 小鼓　中村寿鶴
明治０７ 1874 7 河原崎 寿二人猩々� 小鼓　中村寿鶴・太鼓　藤舎芦船
明治０７ 1874 10 中村 汐魁月涼風 小鼓　中村寿鶴
明治０７ 1874 10 中村・新堀 勧進帳 小鼓　中村寿鶴
明治１１ 1878 6 守田 元禄風花見おどり 小鼓　中村寿鶴
明治１１ 1878 6 新富 牡丹蝶扇彩 小鼓　中村寿鶴
明治１２ 1879 2 新富 勧進帳� 小鼓　中村寿鶴
明治１３ 1880 2 猿若 春色二人道成寺 小鼓　中村寿鶴
明治１３ 1880 2 新富 六歌仙狂画墨塗 太鼓　藤舎芦船
明治１４ 1881 3 市村 蛇篭渕疾妬仇浪 小鼓　中村寿鶴
明治１４ 1881 6 新富 土蜘� 小鼓　中村寿鶴・太鼓　藤舎芦船
明治１４ 1881 11 久松・本郷 六歌仙容彩� 小鼓　中村寿鶴
明治１５ 1882 3 春木 釣狐 小鼓　中村寿鶴
明治１５ 1882 6 猿若 望月 小鼓　中村寿鶴・太鼓　藤舎芦船
明治１６ 1883 2 春木 白紅雛段幕 小鼓　中村寿鶴
明治１６ 1883 4 新富 茨木 太鼓　藤舎芦船
明治１７ 1884 2 新富 根元草摺引 小鼓　中村寿鶴・太鼓　藤舎芦船
明治１７ 1884 4 市村 春色二人道成寺 小鼓　中村寿鶴
明治１８ 1885 1 千歳 式三番 小鼓　中村寿鶴
明治１８ 1885 6 ― 連獅子 太鼓　藤舎芦船
明治１８ 1885 11 新富 船弁慶 小鼓　中村寿鶴・太鼓　藤舎芦船
明治１９ 1886 4 ― 日本武吾妻起源 太鼓　藤舎芦船
明治１９ 1886 5 新富 月雪花三組杯觴 小鼓　中村寿鶴・太鼓　藤舎芦船
明治１９ 1886 5 市村 取交押絵俤 小鼓　中村寿鶴
明治２０ 1887 6 新富 勧進帳 小鼓　中村寿鶴
明治２０ 1887 7 新富 昔歌舞伎元禄踊 小鼓　中村寿鶴
明治２０ 1887 10 新富 紅葉狩 小鼓　藤舎芦船
明治２２ 1889 11 歌舞伎 六歌仙 小鼓　中村寿鶴
明治２３ 1890 1 京都祇園館 六歌仙容彩 小鼓　中村寿鶴
明治２３ 1890 2 京都祇園館 紅葉狩 小鼓　中村寿鶴
明治２３ 1890 3 歌舞伎 道成寺� 小鼓　中村寿鶴
明治２３ 1890 5 新富 勧進帳 小鼓　中村寿鶴
明治２６ 1893 5 歌舞伎 勧進帳 小鼓　中村寿鶴
明治２７ 1894 5 歌舞伎 廬橘五月偶 小鼓　中村寿鶴
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The Career of TŌSHA Rosen I and NAKAMURA Jukaku I: 
Activities before Participating in Kabuki and Azuma Noh Kyogen

KAMATA Sayumi

TŌSHA Rosen I (1830-1889) and NAKAMURA Jukaku I (? -1894?) are said to be percussionists 

who initially specialised in Noh and later shifted their activities to Kabuki and Azuma Noh Kyogen. 

Despite their contributions to multiple performing genres, their careers, especially at the end of the 

Edo period and into the Meiji period, are largely unknown. The purpose of this paper is to shed light 

on their careers before they participated in Kabuki and Azuma Noh Kyogen, using their real names 

rather than their stage names as clues. After summarising the current state of the research and its 

problems, I examine the references of Rosen and Jukaku in the literature related to the warrior and 

Noh. The results suggest that Rosen came from a warrior family, whereas Jukaku had a decades-long 

career as a Noh hand drum player. The differences in their origins had a considerable impact on the 

background of their participation in other genres and the range of their performance activities.


